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単離したPseudoxanthomonas mexicana WO24 由来








ら，DAP BII は 722 アミノ酸残基から成るセリン






推定される領域は，同じ clan PA に属するキモト
リプシン類と有意な相同性を示すことが明らかと













博士らとの共同研究により，DAP BII の X線結晶
構造解析に取り組んだ7，8）．



























　3．DAP BII の X線結晶構造解析
　X線回折強度データの収集には，放射光施設
Photon Factory（つくば）のタンパク質結晶構造解







































“catalytic triad”は，DAP BII に関しては His86，
Asp224，Ser675 であることが明らかとなった．こ
の組み合わせは，立体構造解析に先立って実施した
DAP BII に関する機能解析実験の結果と一致する 
ものであった．これらは，キモトリプシンのHis57， 
Asp102，Ser195 に対応していた．













　ペプチド結合型 DAP BII とペプチドフリー型
DAP BII の構造を比較してみると，両者のドメイ
図 1　ペプチド結合型DAP BII の 2 量体構造
片方のサブユニットをライトグレー，もう一方のサブユニットをダークグレーで示
した．
図 2　ペプチド結合型DAP BII のサブユニット構造
触媒ドメイン（残基番号 25 から 276 および 574 から
722）をライトグレー，ヘリカルドメイン（残基番号
277 から 573）をダークグレーで示した．活性部位クレ



















基の認識に関与していた．Asn215 と Asp674 は，
N末端アミノ基と水素結合しており，N末端アミノ
基とTrp216 との間には，カチオン－パイ相互作用






Asn215，Asn330，Trp216，Asp674 を そ れ ぞ れ





　本稿で紹介するDAP BII の X線結晶構造解析に





クトルとDAP BII の CDスペクトルを測定し比較
してみると，βバレル構造から成るキモトリプシン
の CDスペクトルとDAP BII の CD スペクトルは



























図 3　DAP BII によるペプチドN末端認識様式
結合しているジペプチドVal-Tyr を ball-and-stick モデ
ルで示し，N 末端認識に関与する Asn215，Trp216，























る10-13）．したがって，DAP BII と DPP4 の N末認識
機構は全く異なるといえる．
　ヒトには，S46 family に属する酵素は存在しない． 
一方，歯周病原因菌であるPorphiromonas gingivalis, 
Porphiromonas endodontalis 14）や院内感染原因菌と
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